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特集

匠塗の
スタート地点である、
魂動デザインと
匠塗の関係

岡本　マツダの匠塗は、2012年に第
1弾となるソウルレッドプレミアムメ
タリック（以下、ソウルレッド）を発
表しましたが、マツダの製品を象徴
し、一目でマツダ車だと分かる色をぜ
ひ創りたいという想いで開発をスター
トさせました。ふと気がつけば第1弾
の開発から10年以上が経ち、昨年発
表した第5弾まで匠塗の開発が進めら
れるとは、当初想像すらしていません

でした。
　ソウルレッドの開発を始めた2010
年ごろのマツダでは、デザインによっ
てブランド価値を生み出す、ブランド
デザイン戦略に着手していました。そ
の中で、マツダとしてのブランド価値
の創造には、強烈な個性を持つデザイ
ンテーマと、一貫性・継続性を持った
デザイン戦略が必要でした。
　そこで生まれたのが、「魂動デザイ
ン」です。車のキャラクターラインに
よって躍動感を演出する造形で、折れ
線などを巧みに使いながら表現してい
たのが、最初の魂動デザインの造形テ
ーマでした。このテーマは後に変化
し、第3弾の匠塗開発へとつながって

2022年12月、MAZDA6の改良に合わせ、特別仕様車「20th Aniversary edition」の
専用色として設定された、アーティザンレッドプレミアムメタリック（51F）。
マツダ独自の塗装技術「匠塗（TAKUMINURI）｣ による特別塗装色の第5弾であり、
2012年のソウルレッドプレミアムメタリック（41V）の登場からちょうど10年の節目に発表された新色となる。
匠塗の開発経緯や進化について、マツダのデザイン本部 岡本圭一、技術本部 河瀬英一の両氏、
補修塗装分野でのサポート体制をカスタマーサービス本部  米内山晃一、西口彰一、髙橋守の各氏から話を聞いた。
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魂動デザイン初のコンセプトカーとなる靭（SHINA
RI）（上）。同デザインを反映した最初の市販モデル
が2011年のCX-5（下）
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「匠塗」の奥深い世界

ブロック塗装
　カラーベースは他色と同様に下地を
隠ぺいするまで塗面の平滑性を意識
し、ウエットになり過ぎないように塗
っていく。溶剤系塗料の場合、シンナ
ーの希釈率を高くする。乾燥時間が足
りていないと、次工程のメタリックベ
ースでメタリック顔料が沈み込み平滑
に並びにくくなってしまうため注意す
る。
　メタリックベースでは薄く密にメタ
リックを並べていくイメージで実車の
色相と合うように塗り重ねる。ガン距
離を確保しストロークを遅めに取るこ
とで、パターンの重なりを充分に詰め
てムラ取りのように塗装する。ムラや
ゴミ・ブツなどの塗膜不良が生じてし
まうとメタリックベースだけでカバー
しきれないため、カラーベースからの

塗り直しとなる。また塗り重ね過ぎる
と、アルミフレークが平滑に並んでい
たとしても、シェードの影が強くなり
白色が濃く見えてしまう。トップコー
トは厚塗りを避ける。

ボカシ塗装
　色決め部から少しずつ広げるように
ボカシ際に向かって塗装個所を広げて
いく。この時の乾燥ではボカシ際のミ
ストが充分乾燥してから、強制乾燥に
入るほうが良い。
　その後、ニゴシ塗装などのボカシ調
整を旧塗膜部まで加え、なだらかな塗
膜を作っていく。溶剤系塗料の場合、
乾燥が少し遅くなるようにシンナーを
調整し、際の色差が落ち着いたのを確
認してから次の作業に移行すると、ム
ラが出にくい。この際にボカシの跡が

残っていると、最終仕上がりまで残る
可能性が高いのでなだらかな肌を意識
する。
　メタリックベースでは吐出量を絞り
ガン距離を離すことでミストコートを
心掛け、一度の塗り込み量を少なくす
る。塗装範囲をマスキングテープであ
らかじめマークしておくのも有効だろ
う。パネルの縁に塗料が溜まるのを防
ぐためにも、1コートごとに塗装範囲
が不必要に被らないようにする。

　カラーベースもさることながらメタリックベースが高希釈のため、あ
らかじめ塗装プランを練っておかないと非常にムラになりやすい同色。

「ブロック塗装と比較しボカシの難易度が格段に高い」と現場での声は
一致していた。アルミフレークの並びによってパネルごとに違う色味と
なりやすく、静電気などによってパネル際にアルミが偏ってしまう。そ
のため、静電気除去ガンを使用して静電気をコートごとに除去するなど、
塗装状況によってガン設定やシンナーの希釈率を調整しながらの塗装が
必要となるだろう。

ロジウムホワイト
プレミアムメタリック

（51K）

補修塗膜構成例 新車塗膜構成
第3層 トップコートクリヤー クリヤー層（透明）
第2層 カラーメタリックベース 反射層　極薄高輝度アルミフレーク（1層）、白顔料（少量）
第1層 カラーベース 発色（カラー）層　白顔料
下地（プラサフ、旧塗膜） ボデー

カラー層

第3層 トップコートクリヤー クリヤー層（透明）
第2層 カラークリヤーベース 透過層　ナノサイズ高彩度赤顔料（少量）
第1層 カラーメタリックベース 反射・吸収層　高輝度アルミフレーク、光吸収フレーク、 ナノサイズ高彩度赤顔料
下地（プラサフ、旧塗膜） ボデー

原色の追加

　匠塗に対して、赤ないしはカラークリヤ
ーとメタリック原色を新しく追加している
塗料メーカーが多いため、TDSや各社の配
合データを確認して調色したい。また、
51Kでは着色力の弱い原色やマルチ原色が
使われていることがあり、慎重な調合が求
められる。

塗膜の層

　近年、3コートメタリック塗色の登場に
より、塗膜の層をカラーベース、メタリッ
クベース、クリヤーという表現から、補修
塗料メーカーによっては、レイヤー 1・2、
ステップ1・2、第1ベース・第2ベース、
グランドカラー・ベースカラーなどと呼び
方を変えるケースも見られる。　
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